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は じ め に

人間が住みよい環境を創造するために行われる開発がもたらす、文化財や自然に対する影響は

大きいものがあります。特に埋蔵文化財は地中に包蔵されていて普段私達の日に触れることは、

ほとんどありません。地面の掘削を前提とし、埋蔵文化財を破壊してしまう開発と直接に結びつ

く大きな問題です。                 
｀

遺跡には、田尻町の先人達のメッセージが埋蔵文化財として託されています。そのメッセージ

を現在の町民、更には未来の町民に伝えてゆかなければなりません。

本書は、平成13年度埋蔵文化財国庫補助事業として田尻町教育委員会が実施した発掘調査の成

果を収録しています。この地域の歴史像をさらに豊かにするための資料として活用していただけ

れば幸いです。

概要を報告するに当たり、調査にご協力いただいた地元の方々並びに関係各位にお礼申し上げ

るとともに、今後とも文化財保護にご理解とご協力をお願い申しあげます。

平成14年 3月 31日

泉南那田尻町教育委員会

教育長 道浦 達久



例

1。 本書は、泉南郡1田尻町教育委員会が平成13年度に国庫補助金を受けて実施した、大阪府泉南

邪田尻町域における埋蔵文化財緊急発掘調査の概要報告である。

2.調査は泉南郡田尻町教育委員会社会教育課文化財保護係 中野篤史を担当者として、平成13

年4月 1日 に着手し、平成14年3月 31日 に終了した。

3。 本書における図面の標高は■P,(東京湾平均潮位)を用い、また方位については磁北を示す。

4.調査の実施にあたっては、下記の諸氏の参加協力を得た。

高松広志、南 博之、藤田 功、河瀬一裕

5。 現地調査にあたっては、土地所有者をはじめとする工事関係者等多くの方々の協力を得た。

感謝の意を表する。

6.本書の執筆、編集は中野がおこなった。

H
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第 1章 埋蔵文化財調査の現状

1.田尻町の位置と環境

田尻町は大阪府の南西部、大阪湾海岸線の中

央部に位置し、東は泉佐野市、南西は泉南市に

接し、北西は大阪湾に面する。町域は東西約1.7

km、 南北約2.2kmの 四角形を呈 し、面積は約3.9

平方kmである。関西国際空港ができるまでは町

域は約1.9平方kmであり、空港島及びりんくうタ

ウンにより町域は倍に増えているが、それでも

大阪府下で面積、人口とも小さくまた少ない自

治体である。海岸線に並行して南海本線が、町

域南部を国道26号線がとおり、泉南地域の基幹

交通路となっている。町域の北束部から中央部

にかけて田尻川、南西部を樫井川が流れ大阪湾

に注いでいる。 図 1 田尻町位置図

2日 田尻町の埋蔵文化財調査の現状

田尻町はこれまで、近隣市町村と比較してあまり開発が及ばなかった地域であり、平成13年度

における文化財保護法に基づく土木工事等による埋蔵文化財発掘の届出は、12件である (遺跡発

見届出2件を含む)。 そのうち、民間開発が 3件、個人住宅建設が 2件、公共工事が 7件となって

いる。平成12年度において実施した分布調査の成果を踏まえて、試掘調査を実施した結果、2ヶ

所で新たに遺跡を発見し、田尻遺跡の範囲拡大を2度おこなっている。過去5年間の届出件数は表

1、 表 2の とおりである。また、平成13年度調査地は表 3の とおりである。

人
宅
個
住

間

発

民

開
公共
工事
合計

平成 9年度 ９

留 0 5 7

平成10年度 ９

留

つ
０ 5 10

平成11年度 4 4 9ヽ

平成12年度 4 3 2 9

平成13年度 2 つ
０ 7 12

番

号 遺 跡 名
平成

9

年度

平成

10

年度

平成

11

年度

平成

12

年度

平成

13

年度

田 尻 遺 跡
つ
０ 4 6 4 9

９

″ 夫婦池遺跡
つ
０ 船岡山遺跡 2 2

ヽ
■

4 嘉祥神社本殿

5 船岡山南遺跡

6 藤 波 遺 跡

7 吉見藩陣屋跡 Ｏ
υ

０
０

Ｏ
υ

，

留

９

留

8 羽倉崎遺跡

9 樫井西遺跡

10 林 寄 遺 跡 1
表 1 過去 5年間の届出件数表

表 2 遺跡別発掘届出件数表



ia跡 地 名 表

吾 月 追 跡 名 程 頸 地 目 立地 捕    要

コ尻追跡 平W L師 器、家恵器(散布地 )

夫婦池遺跡 欧布地 い
=～
古J 詔地、畑地 平地 L師 器、家恵器、瓦器 (泉 佐野市教委 )

陰岡山重跡 欧布地 B文 ～弥登 H、 la地 ナヌカイト(散布地)

こ造物 ヤ指定右形文化財(昭和50年 3月 91日 )

附岡山南追8j 歿布地

事波遺跡

=見
著障E跡 平地 見況は孝日神社と既rT集 落

同th道跡

堅井西五跡

本軒遺跡 その他のこ

/

図2 遺跡分布図



申請者名 申 請 地 原 因 遺跡名 指導事項 検出遺構 出土遺物

1 民間開発事業者
田尻町大字吉見590-2、

5969
共同住宅 遺跡範囲外 試掘 な し な し

2
.個
人開発事業者 田尻町大字吉見470-1 駐車場 田尻遺跡 立 会 な し な し

3 田尻町長水野和夫
田尻町大字吉見78～ 253
番地先

下水道 田尻遺跡 発掘 清、土坑
弥生、須恵器
土師器、瓦器

4 田尻町長水野和夫
田尻町大字吉見78～253

番地先
下水道 遺跡範囲外 試掘 土坑、溝

5 民間開発事業者 田尻町大字嘉祥寺6641 分譲住宅 遺跡範囲外 試掘 な し

6 田尻町長水野和夫
田尻町大字吉見78～ 253
番地先

下水道
田尻遺跡

(遺跡発見 )
発掘 溝、土坑

弥生、須恵器
土師器、瓦器

7 個人開発事業者 田尻町大字吉見235-1 造成、店舗 田尻遺跡 発掘 粘土採掘坑
土師器、瓦器、

陶磁器

8 民間開発事業者
田尻町大字吉見253-1、

256-1 分議住宅 田尻遺跡 発掘 な し 土師器

9 田尻町長水野和夫 田尻町大字吉見475番地先 舗装復旧 田尻遺跡 慎重工事

10 田尻町長水野和夫
田尻町大字吉見127番地
の1の一部

清掃事務所 遺跡範囲外 試掘 溝、土坑
弥生、須恵器

土師器、瓦器

田尻町水道事業
田尻町長水野和夫

田尻町大字吉見288～
247、  35

水道管 田尻遺跡 立会 な し な し

12 田尻町長水野和夫
田尻町大字吉見127番地
の1の一部

清掃事務所

町道新設

田尻遺跡

(遺跡発見 )
発掘

溝、土坑、

ビット
弥生、須恵器
土師器、瓦器

Ｏ
υ 民間開発事業者 田尻町大字嘉祥寺662-1 分譲住宅 遺跡範囲外 試掘 な し な し

14 民間開発事業者
田尻町大字嘉祥寺588番地

他
店舗 遺跡範囲外 試掘

15 個 人
田尻町大字嘉祥寺473-1、

473--4
個人住宅 船岡山遺跡 発掘

16 田尻町長水野和夫 田尻町大字吉見278番地先 水道管 田尻遺跡 立会 な し な し

ワ
イ 田尻町長水野和夫

田尻町大字嘉祥寺385番地
の1及び385番地の33の一部

仮設保育所 遺跡範囲外 試掘

18 1個 人 田尻町大字吉見1005の
一部

個人住宅 吉見藩陣屋跡 慎重工事

19
田尻町教育委員会
教育長道浦達久

田尻町大字吉見712番地
小学校
下足室 吉見藩陣屋跡 発掘

20 !個人開発事業者
田尻町大字嘉祥寺434-
3の一部

共同住宅 遺跡範囲外 試掘

※太字は文化財保護法に基づく届出・通知

表3 調査地一覧



第 2章 調査の概要
平成13年度において実施した発掘・試掘調査は11件あり、そのうち2件は遺跡発見である。補

助事業として実施した調査は遺跡内、遺跡外を含めて計5件実施した。

各種開発確認調査01

1.遺 跡 名  範囲外
2.申 請 者  民間開発事業者

3.調 査 地  田尻町大字嘉祥寺664-1
4.調 査 原 因  分譲住宅建築
5.申 請 面 積  1,041ド

6.調 査 面 積  10ド

7.調 査 期 間  平成13年8月 7日 ～8月 8日
8.調査の概要

調査は、道路予定地内にlm× 5mの調査区

を2箇所設定し機械掘削、人力掘削を併用して掘

り下げた。地表面下約60cmで地山をトレンチ 1

の中央部で確認 した。 トレン

チ 1、 トレンチ 2と も黒褐色

粘質土より下層では湧水のた

め掘削を断念 した。基本層序

は上より耕土約14cm、 灰黄褐

色土約10cm、 にぶい黄褐色土

約10cm、 暗褐色土約10cm、 黒

褐色土約8cm、 黒褐色粘質土

約20cmの順に堆積している。

図3 調査地点位置図 (1/10,000)

遺物は、土師器、須恵器の細片が出土している。

①耕土
②灰黄褐色土 (10YR4/2)
③にぶい責褐色土 (10YR4/3)
④暗褐色土 (10YR3/3)
⑤黒掲色土 (10YR3/2)
⑥黒褐色粘質土 (7 5YR3/1)
②黄灰色土 (25Y4/1)

ト
ー
ー
ー
ー
ー
ー
Ｉ
Ｆ

―   脚

トレンチ設定図 (1/800)

図5 トレンチ1.断面図 (縦 1/40、 横1/80)。 平面図 (1/80)



各種開発確認調査02

1.遺 跡 名  範囲外

2.

3.

4.

5.

6ロ

7.

調 査 原 因

申 請 面 積

調 査 面 積

調 査 期 間

(遺跡発見 :田尻遺跡 )

田尻町長 水野和夫

田尻町大字吉見127番地

の1の一部

清掃詰所の建築

822ド

45ド

平成13年 10月 16日 ～

10月 25日

8.調査の概要

田尻町民生部より清掃事務所の建築に伴

い実施 した確認調査である。下水道管埋設

工事に伴う調査により遺跡発見として田尻

遺跡が拡大 された場所に近いため、また、

平成12年度に実施 した分布調査の結果、多

くの上器片が採集できた場所であり、遺跡

の存在する可能性が非常に高いと思われる

ので調査区を広めに設定し、調査を実施 し

た。調査の結果、弥生時代から古墳時代に

かけての溝や時期不明の溝、土坑、ピット

が検出されたので、遺跡発見として遺跡発

見通知を提出するよう指導し、田尻町より

遺跡発見通知が提出された。本工事に向け

て埋蔵文化財保護のため、民生部と接続道

路を計画 していた事業部と協議 し、その結

果、町道部分については、町道部分全面を、

清掃事務所については、浄化槽設置部分に

ついて調査を実施することで合意 した。今

回の報告はその確認調査分である。  `

調査は、1.5m× 30mの トレンチを設定し

機械と人力を併用 して地山まで掘削 した。

調査区の基本層序は、上から盛土約 30cm、

旧耕土約5cm、 灰黄褐色土約5cm、 にぶい黄

褐色土約5cm、 黄灰色土約5cm、 灰黄褐色土

約5cm、 にぶい黄褐色粘質土約5cm、 黄灰色

図7 トレンチ設定図 (1/800)

上

こぶい黄褐色土

者

地

請

査

申

調

灰黄褐色土

にぶい黄褐色土

灰黄色土

灰黄褐色土

にぶい黄褐色冶質土

黄灰色粘質土

図6 調査地点位置図 (1/10,000)

び

現況GL-60～

図8 基本層序図

こぶい黄褐色粘質土



粘質土約5cm、 にぶい黄褐色粘質土約5cm、 暗灰黄色粘質土約5cmの順に堆積している。

検出した遺構は、溝3、 ピット3、 土坑1を検出した。

溝 1  トレンチの西部で検出した南束から北西に延びる幅80cm、 深さ約20cmの溝である。
遺構の埋積土は暗灰黄色砂質土である。遺構内からの遺物は出土していない。

溝 2  トレンチの中央部よりやや西側で検出した小溝である。幅30cm、 深さ約10cmを測る。
遺構内からの遺物は出土していない。

溝 3  トレンチの中央部よりやや東側で検出した溝1と 同様に南東から北西に延びる幅
3m70cm、 深さ約90cmの溝である。溝内から弥生土器、土師器が出土している。時期的に弥生時

代中期から古墳時代の溝かと思われる。

上 坑1 トレンチの中央部やや西よりで検出した検出幅lm30om、 検出長60cm、 深さ13cmの不
定形な土坑である。遺構内からの遺物は出土していない。

ピット1 トレンチ中央部やや西側で検出した直径約35cm、 深さ約9cmの ピットである。遺物
は出土していない。

ピット2 トレンチ中央部やや西側で検出した直径約25cm、 深さ約3cmの浅いピットである。
遺物は出土していない。

ビット3 トレンチ中央部やや西側で検出した直径約25cm、 深さ約Scmの ピットである。遺物
は出土していない。
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~~T P 7100m

①黒褐色土 (盛土。10YR3/1)
②にぶい黄掲色土 (loYR4/3)
③灰黄掲色土 (10YR4/2)
④にぶい黄掲色土 (10YR守 3)
⑤黄灰色土 (25Y4/1)
⑥灰責掲色土 (10YR4/2)
⑦にぶい責褐色粘質土 (10YR4/3)
◎黄灰色粘質土 (25Y5/1)
◎にぶい黄掲色粘質土 (10YR5/3)
⑩暗灰責色粕質土 (25Y5/2)

~・
ハ  ~~“ ヽ

― T ~ 十 ~イ  小  ~~
⑩~~'~   rrN

0               2m

土坑①

――― T P 7100m

0               2m
l    l    l

図9 トレンチ断面図 (縦 1/40、 横1/80)

⑪オリーブ褐色粘質土 (25Y4/3)
⑫灰オリーブ色粘質土 (75Y5/2)
⑬灰オリーブ色粘質土 (5Y4/2)
⑭暗灰黄色砂まじる土 (25Y4/2)
⑬暗灰責色粗砂 (25Y守 2)
⑮オリーブ褐色粘質土まじる砂 (25Y4/3)
⑫にぶい黄褐色シルト(10YR5/3)
⑬灰オリーブ色砂まじる土 (5Y4/2)
⑩オリーブ褐色シルト(25Y甲 3)
⑩オリーブ掲色砂粒まじる土 (25Y4/3)
④暗灰責色粗砂 (25Y4/2)
②オリーブ褐色砂粒まじるシルト(25Y4/3)
④オリーブ褐色粗砂 (25Y4/3)
②暗灰責色シルト(25Y5/2)
⑮オリーブ褐色細砂 (25Y4/4)
④にぶい責掲色粘質土 (10YR4/3)
⑫黒掲色粘質土 (10YR3/2)
④暗灰黄色粗砂 (25Y4/2)
⑩暗灰黄色砂 (25Y4/2)

平面図 (1/80)



各種開発確認調査03

1.遺 跡 名  範囲外
2.申  請 者  民間開発事業者

3.調 査 地  田尻町大字嘉祥寺662-1

4.調 査 原 因  分譲住宅建築
5日 申 請 面 積  1,324ド

6.調 査 面 積  9ぽ
7.調 査 期 間  平成13年12月 10日

8日 調査の概要

今回の調査地は、前回確認調査を実施 した

地点の隣接地であるため、湿地帯である可能

性が高い地域である。調査は道路予定地内に

lm× 9mの調査区を設定し、重機掘削と人力掘

削を用いて掘 り下げた。地表面から約70cm掘

削すると湧水が激 しくなったため、それ以上

の掘削は断念 した。遺物は黒色粘質土より上

師器の細片が出上 している。遺構は検出され

なかった。

前回の調査と今回の調査の結果、この地域

周辺は黒褐色系の粘質土や粘土の堆積が広が

っていて、湿地帯であったのではないかと考

えられる。

T P 3 800m

①オリーブ黒色粘質土 (5Y3/1)
②黒色粘質土 (25Y2/1)
③黒褐色粘質土 (25Y3/1)
④黒色粘質土 (10YR1 7/1)
⑤黒褐色細砂 (10YR3/1)
⑥責灰色砂 (25Y4/1)
⑦ オリーブ黒色砂 (5Y3/1)

0            2m

図12 トレンチ断面図 (縦 1/40、 横1/80)。 平面図 (1/80)

図10 調査地点位置図 (1/10,000)

図11 トレンチ設定図 (1/800)

N



田尻遺跡の調査

田尻遺跡は、本町の中央部に標高5m～7mにかけて位置する古墳時代から中世にかけての遺物

散布地である。これまでの調査では中世から近世にかけての粘土採掘坑や古墳時代から奈良時代

ころの小規模な溝などが検出されている。須恵器、土師器、瓦器、陶磁器、瓦など古墳時代から

近世にかけての遺物が出上している。

田尻遺跡第13次調査

1.遺 跡 名  田尻遺跡
2.申  請 者  民間開発事業者

3H調 査 地  田尻町大字吉見253-1、

4.調 査 原 因

5口 申 請 面 積

6.調 査 面 積

7.調 査 期 間

8.調査の概要

今回の調査地は、以前までは田尻遺跡の縁辺

部であったが、下水道管埋設に伴う調査によっ

て遺跡範囲の拡大によって、遺跡中央部となっ

た場所に位置している。

256--1

分譲住宅建築

3,170ゴ

16∬

平成13年8月 27日

図13 調査地点位置図 (1/10,000)

図14 トレンチ設定図 (1/800)

10



調査は、既存の建物をさけた空き地について2箇所の トレンチを設定し実施した。調査面積は

トレンチ1が長さ約4m×幅約lm、 トレンチ2が長さ約6m×幅約2mの合計16∬である。
調査区の基本層序は上から盛土約l m20cm、 オリーブ黒色土 (旧耕土)約 14cm、 灰色土約14cm、

黄灰色粘質土約15cm、 暗灰黄色粘質土約10cm、 灰色粘質土約10cm、 黄褐色粘質土約20cmの順に

堆積している。

遺構は検出されなかった。遺物は土師器の細片が出上している。

①盛土
②黒掲色土 (旧耕土・25Y3/1)
③灰色土 (5Y4/1)
④暗灰黄色土 (25Y4/2)
⑤暗灰責色粘質土 (25Y4/2)
⑥黄灰色粘質土 (25Y4/1)
⑦灰オリーブ色粕質土 (5Y4/2)
③にぶい黄掲色粘質土 (地山。10YR5/4)

~部

〆

イ

N④
図15 トレンチ1.断面図 (縦1/40、 横1/80)。 平面図 (1/80)

①盛土
②オリーブ黒色土 (旧耕土・5Y3/1)
③黄灰色土 (25Y4/1)
④責灰色粕質土 (25Y4/1)
⑤暗灰責色粘質土 (25Y4/2)
⑥灰色粘質土 (5Y5/1)
⑦責褐色粘質土 (25Y6/4)

引ト

〒 〒

図16 トレンチ2.断面図 (縦1/40、 横1/80)。 平面図 (1/80)



田尻遺跡第14次調査

1.遺 跡 名  田尻遺跡
2.申  請 者  個人開発事業者

3.調 査 地  田尻町大字吉見285-1
4.調 査 原 因  店舗建築
5.申 請 面 積  1,252ド

6.調 査 面 積  34∬

7.調 査 期 間  平成13年10月 15日 ～

10月 16日

8.調査の概要

今回の調査はコンビニエンスス トア建築

に伴って実施 した遺構確認調査である。調

査は敷地内擁壁施工箇所ほかに4箇所の トレ

ンチを設定し実施した。

トレンチ1 申請地の東側擁壁部分に長さ

5m×幅1.5mの 7.5ド を調査 した。調査の結

果、トレンチの南側から土坑1が検出された。

土坑の形状は四角形で田尻遺跡でよく検出

される粘土採掘坑とおもわれる。検出した

土坑は長さ2m10cm、 幅は40cm、 深さ33cmを

測 る。 トレンチの北側は撹乱 されていた。
土坑から遺物は出土していない。

トレンチ2 申請地の北側の擁壁及び店舗

建築部分で長さ5m×幅1,5mの調査区を設定

して掘削を始めた。調査区北端部で遺構を

図18 トレンチ設定図 (¬ /800)

②にぶい黄褐色粘質土 (10YR5/4)
③褐色粘質土 (10YR4/4)
④にぶい責褐色粘質土 (10YR守 3)
⑥灰責掲色粘質土 (10YR4/2)
⑥にぶい責褐色粘質土 (10YR5/4)
⑦にぶい責褐色粘質土 (10YR4/3)
⑥にぶい責褐色粘質土 (10YR5/4)
⑨灰責掲色土 (10YR守 2)
⑩灰黄褐色土 (10YR4/2)
①黄灰色土 (25Y守 1)
②オリーブ掲色粘質土 (25Y4/4)

0             2m

図19 トレンチ1.断面図 (縦 1/40、 横1/80)・ 平面図 (1/80)

図17 調査地点位置図 (1/10,000)

トレンチ4

N

⑦

トレンチ2

トレンチ1

日

トレンチ3

ON

９

留



L_早 _

①暗褐色土 (耕土・10YR3/3)
②にぶい黄褐色粘質土 (10YR5/4)
③掲色粘質土 (10YR4/4)
④ にぶい責掲色粘質土 (10YR4/3)
⑤灰責褐色粘質土 (10YR4/2)
⑥にぶい黄掲色粘質土 (10YR5/4)
⑦にぶい責掲色粘質土 (10YR4/3)
③暗灰黄色粘質土 (2 5YR5/2)
◎暗灰責色土 (2 5YR4/2)

0

図20 トレンチ2.断面図 (縦1/40、 横1/80)。 平面図 (1/80)

確認したので、L字形に長さ2.5m×幅1.5mの範囲で拡大し、遺構検出に努めた。検出した遺構

はトレンチ1と 同様の粘土採掘坑と思われる土坑2基である。検出した土坑は、土坑2が検出長lm

30cm、 検出幅75cm、 深さ18cmを測る。土坑3が検出長l m 30cm、 検出幅90cmで2段に落ち込んでい

る。一段目の深さは25cm、 二段日は遺構上面より46cmを浪Iる 。遺構の埋積土は暗灰黄色土である。

遺構から遺物は出土していない。

トレンチ3 申請地の中央部で2m× 2mの調査区を設定し実施した。 トレンチ1・ 2と 同様の粘

土採掘坑と思われる土坑2基を検出した。両土坑とも形状は四角形を呈するものと思われ、土坑4

が深さ69cm、 土坑5も深さ69cmを測る。両遺構とも遺物は出土していない。

トレンチ4 申請地の西側に長さ5m×幅1.5mの調査区を設定した。遺構は検出されなかった。

遺物は各 トレンチよ

り須恵器、土師器、瓦

器、陶磁器の細片が出

上している。

今回検出した土坑に

ついては、田尻遺跡で

多数検出されている土

坑と同様でほぼ垂直に

掘削し、粘土を採掘後、

直ちに埋め戻している。

断面観察により時期的

には近世～近代の遺構

であると思われる。

②にぶい黄掲色粘質土 (10YR5/4)
③福色粘質土 (10YR4/4)

T P 5 900m  ④ にぶい黄掲色粘質土 (10YR4/3)~―     ⑤灰責褐色粘質土 (10YR4/2)
⑤にぶい黄帽色粘質土 (10YR5/4)
②にぶい黄褐色粘質土 (10YR4/3)
③灰責帽色土 (10YR4/2)
⑨にぶい黄褐色土 (10YR4/3)

図21 トレンチ3.断面図 (縦1/40、 横1/80)。 平面図 (1/80)
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第 3章 調査のまとめ

調査のまとめ

平成13年度において実施した調査の結果、試掘調査の実施によって遺跡発見され、田尻遺跡の

範囲拡大が実施されたことは、非常に大きな成果であるといえる。また、民間開発での小規模な

試掘であっても、今回は遺構等が検出できなかったが、その土地の堆積状況が確認でき、町の古

環境を知る上で、貴重な資料を得ることができた。

田尻遺跡については年々その遺跡の範囲は拡大しているが、遺跡の中心部や遺跡の性格等につ

いては、いまだに不明な点が多く今回の各種開発調査02で検出した弥生時代から古墳時代にかけ

ての溝などは、現在の地表面に残されている条里遺構とは方向が違うため、それ以前については

別の方向性を持つ区画が存在した可能性が溝1と溝3よ り推察することができる。

また、各種開発確認調査01・ 03では付近に湿地帯が広がっている可能性があることと、ごく少

量ではあるが遺物が含まれていることなどから近辺に遺跡の存在が想定されることが判明した。

今後、付近の調査の進展によって明らかにされることを期待する。

14
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開発確認調査01ト レンチ1全景

ォ|:抒

開発確認調査01ト レンチ2全景
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2

開発確認調査02ト レンチ全景 (東より)

狂1密

嘉|,こ1転彗管

鐵
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開発確認調査02ト レンチ全景 (西より)
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開発確認調査02ト レンチ西側遺構検出状況
A4韓娘稼 差崇賭務慕 ‐‐

開発確認調査o2ト レンチ東側遺構 (溝3)検出状況
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開発確認調査02ト レンチ西側遺構 (溝1)検出状況

開発確認調査03ト レンチ全景
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田尻遺跡第13次調査 トレンチ1全景

田尻遺跡第13次調査 トレンチ2全景
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田尻遺跡第14次調査 トレンチ1全景

田尻遺跡第14次調査 トレンチ2全景
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田尻遺跡第14次調査 トレンチ4全景
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所収遺跡名 所在地
コ ー  ド
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謝 東経 調査期間

調査面積
調査原因
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大阪府

泉南郡
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・３５
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8月 7日 一

8月 8日
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分譲住宅の

建築

田尻遺跡

(第 13次 )

藝鰤”劇”卵彬胡一

34°

23′

289〃

135°

17′

481〃

平成13年

8月 27日 16
分譲住宅の

建築

田尻遺跡

(第 14次 )

藝勅”醐”卵彬胡

34°

23′

323″

135°

17′

468〃

平成13年

10月 15日 ～

10月 16日

34 店舗の建築

遺 跡 外
弾勘”醐”卵彬胡

34°

23′

327〃

135°

17′

587″

平成13年

10月 16日 ～

10ナヨ25日

45
事務所の建

築

遺 跡 外

大阪府

泉南郡
たじりちょう
田尻町
かしょうじ
嘉祥寺

34°

23′

731〃

135°

17′

587〃

平成13年

12ナ]10日
9

分譲住宅の

建築

所収遺跡名 種  別 主な時代 主 な遺構 主 な遺物 特 記 事項

遺 跡 外 ピッ ト 土師器、須恵器

田 尻 遺 跡

(第 13次 )
散布地 古墳～中世 な し 土師器

田 尻 遺 跡

(第 14次 )
散布地 古墳～中世 土坑5

須恵器、土師器

瓦器、陶磁器

遺 跡 外 弥生～古墳
溝、土坑、ピッ

ト

弥生、土師器、須

恵器、瓦器

遺跡発見

(田尻遺跡の拡大 )

遺 跡 外 な し 土師器
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